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第2図 愛媛県における主要相橘類の栽培面醸の推移 (1960叩2004年)
注:その他に含まれるものは，ポンカン 1高ー見，不知火，文旦および日向夏
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第3図 愛媛県における少量生産柑橘類の栽培面積の推移 (1974-2004年)
注:1978年以前は，その他に関するデータなし








































第 1表 愛媛県における種類別にみた柑橘栽培規模 (2004年)




八i陪i兵 三J三和島一 愛一媛一県一西条 今治 松山 西条 tつh ミIT:口，、 1i~lll 
i~門司it 72.3 624.2 2，398.8 925.4 510.4 4，531.1 738.0 10，175.8 57，093.4 21，824.3 6，740.0 96，571.5 
i手~t 温1-1-1 17.1 480.4 599.8 1，782.7 1，201.6 4，181.6 1，221.0 5，472.6 11，513.8 33，277.8 25，308.5 76，793.7 
普通ìl~d+1 241.7 878.9 494.1 976.2 728.2 3，319.1 1，663.5 9，150.6 9，819.1 20，597.9 16，663.7 57，894.8 
不す;1火 6.0 84.1 291.9 212.6 73.9 668.5 63.6 701.4 2，636.1 1，288.3 682.5 5，371.9 
1iみかん 23.4 47.5 6.6 212.2 329.8 619.5 829.5 560.0 101.0 3，842.6 6，340.5 11，673.6 
オfンカン 0.5 38.2 10.8 167.6 349.1 566.2 4.0 311.1 136.7 1，751.2 5，941.0 8，144.0 
清見 1.1 11.0 18.1 458.9 45.3 534.4 8.0 75.0 242.1 6，727.5 475.1 7，527.7 
ハッサク 8.4 226.8 5.7 12.3 36.2 289.4 101.6 2，368.6 69.9 165.6 641.6 3，47.3 
ユス 3.2 0.1 9.8 116.0 65.8 194.9 35.0 。。 35.9 592.1 951.0 1，614.0 
ìiïf 内 I~HH 。。 。。 1.9 5.6 172.7 180.2 0.0 。。 16.8 45.9 3，306.0 3，368.7 
ネー ブルオレンジ 0.2 49.4 13.6 11.2 70.3 144.7 1.0 417.2 164.7 193.5 520.0 1，296.4 
ノ¥)レミ 1.1 48.9 56.9 31.3 3.7 141.9 8.0 418.5 282.1 70.4 7.6 786.6 
マリヒメ 。。 15.9 91.5 10.2 4.0 121.6 。。 。。 3.6 。。 。。 3.6 
レモン 0.2 50.3 35.2 2.8 19.2 107.7 3.0 565.1 259.0 9.8 109.7 946.6 
セトカ 2.9 13.8 28.3 11.1 7.4 63.5 26.9 72.1 128.6 28.4 6.0 262.0 
J¥レヒメ 。。 18.9 22.8 6.7 5.7 54.1 。。 21.5 24.6 4.3 1.6 52.0 
日向夏 。。 。。 。。 40.5 1.4 41.9 0.0 。。 。。 394.2 3.5 397.7 
J¥ )レカ 1.7 4.8 17.0 10.0 3.3 36.8 21.0 21.0 89.7 110.8 8.2 250.7 
天草 0.7 6.3 23.4 0.8 0.3 31.5 3.0 75.7 227.7 5.0 0.4 311.8 
文旦 。。 1.2 1.1 0.2 22.7 25.2 。。 10.7 11.1 0.4 236.1 258.3 
カラ 。。 。。 14.6 1.2 0.4 16.2 。。 。。 94.1 0.0 2.2 96.3 















第 51~1 は，愛媛県における担い手農家の分布を示したものである ここでの担い手農家は， 65歳















第 5密 愛媛県における担い手農家の分布 (2000年)
注.担い手農家は 65歳未満の農業専従者がいる農家(仁平. 2005) 






ている. 1996年から 2005年かけて，愛媛県内での 40歳未満の新規就農者数は 717名であった.こ










た. ここでは，その基撚となる果樹 i室i の J広大に注 I~I する. 世界農林業センサスによると，八幡浜市の






























































ある. とくに日の丸地区では lhaあたり 800万円を越える販売額がある.これらの 3地区では，温州
みかんの生産に著しく特化している.すなわち，宮JI早生を中心とした早生混ナ1-1. I生温ナHである南
村l'20号. P'(j1:J1' 4号がほとんどを占める普通温州の 3種で90%以上を占めている.一方，内陸部の保
内と八協では温州に加えて，伊予村iや清見などの!こ|二1挽柁類の生産もある程度の地位にある





最も単filの高し 3地区は日の丸共選で. 199 F'~ Ikgに達する (2005年).これに続くのは，真穴の 166
円Ikg.)1し!この 1551:1:JIkgである.一仁述のようにこの3地区は， iEi州みかん生産に著しく特化しているが，
しIすごれも生産物のブランド化が進んでいる. さらに. 3地区全てが共選共販体制をとっている 1:1の
丸共選は宇手1十海に南向きに国し. IlJ ì~\íí:とも呼ばれる地底であり(写真 1). r 日の丸みかんjブランド
が雌立している.地Jl~I~I<] ilJlj~匂で、規模拡大が困難で、あるが，約 100ha の規模で(第 2 表). 4，000t前後
の生産を行っている(第8図).一方，真穴地区では「真穴みかんJ(rOマJ)が)1上地区(写真2)
では rJI上みかんJ(rOカJ)がブランドとして確立し市場での評価も高い この 3地区以外では
単価がやや安く，また共選共販だけでなく，共選他Wiや農協以外の出荷jレートも存在する






栽培面積 販売額 面讃当たりの 販売額上位5品掻
(ha) (百万円) 販売額(千円 /ha) (構成比 %) 
早生温ナH(55.5) 
























八1I許浜 204.3 661 3.235 普通温ナH(13.1) 
伊予柑 (6.6)
極早生 (5.7)





















資事'1-:八 '11書 iJí， m;N~~1
日本では，一般に農業人仁iの高齢化が著しい. しかし，村一!儲類の栽培は傾斜地で行われることが
多いため. 60 j夜未 ií~，lJの基 !I['J~労働力が必要とされる.世界農林業センサスで用いられる農業専従者は，
I~I 営農業に従事する1:1 数が年!日] 150 1:1 _[))、上で、あるため，実質的な基幹労働力ととらえられる. 1970 
年の八幡浜ilfの農業専従者は 3，830(全農家)であったが. 2000年には 2，643(販売農家のみ)で，
30年間で 3;!t!J程度減少した. しかし，その年齢に注目すると， 60歳未満の農業就業人口は同期間に
約 2，970人から 1，335人へと 55%減少した さらに 30歳未{Jiiljで、は， 408人から 56人へと， 30年1耳で
7分の lになった こうした農業専従者の減少はみられるものの，地区によっては後述するような生
産設備の向上によって，ある程度の生産が維持されている
第 91誌は 八幡浜市における農業専従者の分布 (2000年)を集落別に示したものである 農業専
従者が多い地区は. -，lT南西部の真穴地区と )1上地i玄に集仁1:1している.最も多い集落は真網代(真穴
























は困難が多かった. とくに，収穫物の搬出には多大な労働力を必要とした. しかし 1950年頃から







れてきた. しかし 1967年の大子絃で、は それらの能力の低さが課題となった.そこで， 1974年から
88 
の V(~-予用水の 13再発事業 I~lg始に基づいて，スプリンクラーが設置されるようになった たとえば，真
穴地区では 1983年に工事が!?助金され. 1985年には一部の範屈で利用が始まった.その結果，約20ha













いう 2つの農業集落からなる J支局ミ数は 226)ヨ (2000年世界農林業センサス)で，真網代の 158戸
と穴井の 68戸からなり，ほとんどの農家が販売農家である.経営耕地は約 300haで，耕地の99%が
みかんi習である. したがって J芸家の平均経営規模は約 1.5haとなっている
当地区における a~IL J+ 1 みかん栽培の起源は 1900 年(明治33)頃のことである (l:1橘導入記念事業委
員会編. 1993). これは.県内の吉田 IIrf:立 1M'] からむ~U+Iみかんの ï~í~1木 300 本がもたらされたことによる
当時は甘詰と麦栽培を主体とした半農半漁的な性格が強く，養蚕が導入されたi時期であった.みかん
の前木は桑1:111の 1:1:1 におは直され • ~Iミ糸 1ílli格の不安定傾向が続く仁!こi みかん栽培が拡大していった. しか
しみかん生産が拡大していくのは. 1927年(昭和2)に宮)1早生が導入されて以後のことである





産が記高iパく 5詐;守干判刊iド門H斗守市引{古和仙側il出1lされ. J産主j地忠のフブ守ランドf化ヒも進んだ， それは生産者の生産?意主欲を高め みかんi園蓋君iは大きく
担桜拡jよ;ブ大ζすることになつた. 井呆L桔樹JI霞鴎室認i而右積号は 1960王4年!ド三には 156haでで、あつたカが'{ 1970主年下には265haに' さらに
1980 年には 337haに増加した(相原， 1990) こうした果樹i雪面積の拡大は，斜面の山林開墾に基づ








































注:等出jií:J~ は 50mlliJ lj高
j長道は地形図に示された l車線道路および;1盗事道とした
資料 25，000分の l地形図 i)\111需 ìJ~J および「三瓶j
(ともに 2005年吏新)
には賃借によるものと売買によるものがある.かつては，個人的な関係による隻{昔や売買が主体であっ







第3表 真穴地匿における経営耕地面積規模~Ij農家数の推移 (1970-2000 年)
集落
経営耕地面積規模 (ha) !~!給的
勾0.3 0.3心5 0.5-1.0 1.0-2.0 2.0-3.0 3.0- J.炭*=~~
1970 20 40 64 61 8 。
1980 12 15 
真網代
41 77 29 3 
1990 4 1 33 69 39 5 
2000 8 10 25 64 44 6 
1970 43 34 42 19 。
1980 36 26 31 35 2 。
穴9:1
1990 7 15 16 39 3 。 1 
2000 3 9 13 33 5 。 5 
単位戸
資料 世界農林業センサス
第4表 真穴地区における年齢i惜級~Ij農業専従者数の推移 (1970-2000 年)
年齢階級加農業専従者数(男) 年齢階級731J農業専従者数(女)
集落
15-29 30-39 40-59 60-64 65 i設耐小計 15-29 30-39 40-59 60-64 65歳‘小計
1970 36 し133_j L 30 _j 
1980 25 40 89 し43_j 
真網代
1990 10 25 81 18 31 
2000 8 21 68 22 47 
1970 13 L 38 _j L 28 _j 
1980 10 16 35 L 25 _j 
穴チiニ
1990 4 13 34 2 19 





199 υ 「 し40_j し5_j 50 
197 。20 60 し8_j 88 
165 。20 77 13 15 125 
166 。 6 72 22 24 124 
79 2 L 40 _j しll_j 53 
86 。 5 28 し15_j 48 
72 。 4 23 7 10 44 





















数は， ~可集務合わせて約 400 人で， 1970年から 2000年にかけて大きな変化はない. したがって，産
地としての労働力はある程度確保されていると判断できる.男女別に検討すると，男性の農業専従者
が多い 真志向代では，男性の比率がやや小さくなっており，逆に女性の重要性が高まっている とく
に40代と 50代の女性労働力が卓越する.一方，かつて主力であった 30代から 50代の男性専従者は
減少する傾向にある. こうした傾向は，真穴地区に眼らず， 日本の農村での普遍 I~l守にみられる
しかし真穴地区ではある程度の後継者が存在する. 40歳未満の農業専従者は，八幡浜市全体で
259人であるが (2000年)，真穴地区では真綿代で35人，穴井で 12人存在する.これらの若手専従











浜市では共選地包を単位としてそれぞれ 1つずつ存在する 真穴地区では， 2006年，同志会会員は











在する 2006年時点で 49 ~Iの同志会会員のうち独身者が 22 名いる
真穴地区の全j支局ミは約 200戸であるが，そのうち経営規模が1ha以上であるのは約 150戸である
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The Sustainability of a Mandarin Orange Producing Area 
in Yawatahama Region， Japan 
Masaaki KUREHA 
This paper examines the sustainability of a mandarin orange farming area in Yawatahama region， which is 
recognized as one of the few places of sustainable farming in Ehime Prefecture in southwestern Japan. Mikan 
(citrus ul1shiu) production is the main agricultural activity in the coastal area of Yawatahama. These oranges 
are one of the most famous mandal・inorange brands in Japan. Farmers in this area have been able to save labOl・
by enlarging networks of roads and by irrigating with sprinklers since 1960. ln the case study of Maana district 
in Yawatahama， farmers produce high quality mikans and sell them at high prices. They transport the product 
to the Tokyo market through their own agricultural cooperative. As in other rural areas in Japan， these farmers 
are aging. However， young farmers here tend to enlarge their orchards by renting land that elderly farmers 
cannot cultivate. This sustainable system of cultivating rented orchard land is made possible by the presence 
01' improved farming 1'acilities. ln adclition， the activities of the 1'arm frienclship association help to maintain 
the number 01、youngfarm successors. The existence 01' young farmers in Maana district has made possible the 
sustainable clevelopment of manclarin orange procluction. 
Key words: mandarin orange， citrus Ul1shiu， sustainability， successors， Ehime， Yawatahama 
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写真 1 日の丸共選地区のみかん園
向灘地区とも呼ばれ，南向きの斜
面全体でみかんが栽培されている。
日本で最高価格クラスの高い漏州み
かんを生産する地域である。対岸か
ら北を向いて撮影したもの。
(2006年7月撮影)
写真2 川上地区北部のみかん園
日の丸地区や真穴地区とならん
で，温1・1'みかんの生産に特化した地
域である。川上地区では，大きな法
面を有する大規模な農道の拡大が顕
著である。青い防風・防潮ネットが
目立つ。 (2006年 7月撮影)
写真3 真網代集落南部のみかん園
西側に海が開けた地形で，一部の急
傾斜地は山林であるが，その他は全て
みかん園である。川上地区同様に，農
道網の拡大，防風・防潮ネットの設置
がみられる。 (2006年7月撮影)
96 
写真4 真網代集落の景観
真穴地区北部にある真網代集落に
は，共選所(写真中央)が設置されて
いる。瓦屋根の家屋が海岸沿いの平坦
部に密集している。家屋の背後にはみ
かん園が展開する。(2006年7月撮影)
写真5 穴井集落北部のみかん園
穴井集落北部は，南向き斜面となる
ため，温州みかんの栽培条件が優れて
いる O石垣が等高線に沿って設置され，
みかんも列状に植栽され， 日照条件が
良い。 (2006年7月撮影)
写真6 マキの防風・防潮垣
真穴地区最北部の岬地%の北側lで
は，海岸に面しているため 2 防風・防
i朝垣が重要で、ある。みかんの樹木より
も高いマキ垣が設置されている。写真
右側にはみかん運搬用のモノラックが
みられる。 (2006年7月撮影)
